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令和２年第３回長万部町議会定例会（第１日目）

◎招集年月日 令和 ２年 ９月１０日（木）

◎招集の場所 長万部町役場 議場

◎開 議 日 時 令和 ２年 ９月１０日（木） 午前１０時００分

◎応 招 議 員（１０名）

１番 村 川 毅 ６番 橋 本 收 司

２番 辻 紀 樹 ７番 高 森 功 治

３番 高 橋 克 英 ８番 北 川 佳 嗣

４番 大 谷 敏 弥 ９番 柏 倉 恵里子

５番 長 﨑 厚 10番 辻 義 雄

◎不応招議員 なし

◎出 席 議 員 応招議員に同じ

◎欠 席 議 員 不応招議員に同じ

◎地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 木 幡 正 志 水 道 ガ ス 課 長 中 里 博 也

副 町 長 佐 藤 英 代 出 納 室 長 岡 野 喜美雄

総 務 課 長 本 前 武 広 消 防 長 中 田 義 之

まちづくり推進課長 加 藤 慶 一 病 院 事 務 長 田 辺 知 行

新 幹 線 推 進 課 長 岸 上 尚 生 教 育 長 近 藤 英 隆

税 務 課 長 中 山 裕 幸 教 育 次 長 對 馬 政 宏

町 民 課 長 佐 藤 剛 教育委員会事務局参事 佐 藤 修

町 民 課 参 事 大 内 修 選挙管理委員会書記長 本 前 武 広

保 健 福 祉 課 長 岡 部 忠 代 表 監 査 委 員 大 澤 栄 一

健 康 推 進 室 長 野 澤 明 子 監 査 事 務 局 長 豊 嶋 慎 一

産 業 振 興 課 長 小 川 洋 農業委員会事務局長 小 川 洋

建 設 課 長 神 野 隆 之

◎本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 豊 嶋 慎 一

事 務 局 主 幹 増 田 理 恵

議 事 係 工 藤 大 智
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◎議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 町長行政報告

日程第４ 議案第１号 長万部町北海道新幹線建設関連補償事業基金条例

日程第５ 議案第２号 職員の特殊勤務手当支給に関する条例の一部を改正する条例

日程第６ 議案第３号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について

日程第７ 議案第４号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について

日程第８ 議案第５号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について

日程第９ 議案第６号 長万部町過疎地域自立促進市町村計画の変更について

日程第10 議案第７号 財産の取得について

日程第11 議案第８号 令和元年度長万部町水道事業会計剰余金の処分について

日程第12 議案第９号 令和２年度長万部町一般会計補正予算（第９号）

日程第13 議案第10号 令和２年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

日程第14 議案第11号 令和２年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第２号）

日程第15 議案第12号 令和２年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第16 議案第13号 令和２年度長万部町水道事業会計補正予算（第１号）

日程第17 議案第14号 令和２年度長万部町病院事業会計補正予算（第２号）

日程第18 報告第１号 令和２年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いて

日程第19 報告第２号 放棄した債権の報告について

日程第20 認定第１号 令和元年度長万部町一般会計決算認定について

日程第21 認定第２号 令和元年度長万部町後期高齢者医療特別会計決算認定について

日程第22 認定第３号 令和元年度長万部町国民健康保険特別会計決算認定について

日程第23 認定第４号 令和元年度長万部町介護保険特別会計決算認定について

日程第24 認定第５号 令和元年度長万部町公共下水道事業特別会計決算認定について

日程第25 認定第６号 令和元年度長万部町ガス事業会計決算認定について

日程第26 認定第７号 令和元年度長万部町水道事業会計決算認定について

日程第27 認定第８号 令和元年度長万部町病院事業会計決算認定について

日程第28 認定第９号 令和元年度山越郡衛生処理組合一般会計決算認定について
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◎開会・開議宣告・議事日程

１０時００分 開会

○議長（辻義雄） ただいまの出席議員は１０名であります。

定足数に達しておりますので、これより令和２年第３回長万部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

豊嶋事務局長。

○議会事務局長 (豊嶋慎一) 諸般の報告をいたします。

監査委員から６月、７月分の出納検査報告書が提出されましたのでお手元に配付いたしました。

次に、本定例会の議案等の説明のため、あらかじめ町長、教育長、その他執行機関およびそれぞ

れ委任または嘱託を受けた説明員の出席を求めております。以上であります。

○議長 (辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎会議録署名議員の指名

○議長（辻義雄） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において１番村川議員、７番高森議

員を指名いたします。

◎会期の決定

○議長（辻義雄） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は本日から９月１８日までの９日間としたいと思いますが、

これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって会期は本日から９月１８日までの９日間に決定いたしました。

◎町長行政報告

○議長（辻義雄） 日程第３、町長より行政報告がありますのでこれを許します。

木幡町長。

〔町長(木幡正志)登壇〕

○町長（木幡正志） 第３回町議会定例会にあたり行政報告を申し上げます。
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はじめに、財政関係について申し上げます。本年度の普通交付税交付額は、７月３１日に決定さ

れました。普通交付税の算定結果は、基準財政需要額２８億２,１３７万８,０００円から基準財政

収入額６億９,２５３万９,０００円、調整額１４４万１,０００円を控除した２１億２,７３９万８,

０００円が交付額となり、前年度と比較し３.３％、６,８２５万１,０００円の増額となりました。

次に、新型コロナウイルス感染症の対応について申し上げます。５月２５日、国の緊急事態宣言

は解除されましたが、道では、いまだに感染者が確認されている状況を踏まえ、新型コロナウイル

ス感染症感染拡大防止に向けた、北海道における取組を策定いたしました。当町の対策本部におい

てもこれを受け、小中学校、公共施設、町内行事等における感染予防や、感染拡大防止のための対

策を進めてきたところであります。

感染予防では、全町民を対象としたマスク無料配布事業は、８月末現在、対象者は５,１８８人

で、配布人数は５,１１９人、９８.７％の配布率であります。

次に、東京理科大学関係について申し上げます。新型コロナウイルス感染症対策による理科大の

状況につきましては、今年度予定されていた基礎工学部の長万部キャンパスにおける１年次の全授

業日程が見送られておりましたが、来年度からは長万部キャンパスにおいて経営学部国際デザイン

経営学科１年生による授業を実施することとしておりました。しかしながら、現在の新型コロナウ

イルス感染症は一向に治まる気配もなく、今後も感染症との共存が続く中、大学側としても感染拡

大のリスクから町民と学生および教職員を守ることを最優先に考えられ、全寮制という生活環境に

おいて感染者が発生した場合、長万部キャンパス周辺地域の医療体制に与える影響、学生の福利厚

生も含む寮生活を継続するための対応、緊急退去時の学生の移動への対応など、様々な角度から慎

重に検討された結果、来年度につきましても、１年間を通しての国際デザイン経営学科の１年次の

全寮制教育を長万部キャンパスで行うことは困難であるとの結論に至り、２０２１年度の利用を見

送り、同学年入学生につきましては、神楽坂キャンパスで学修されることとなりました。なお、２

０２２年度以降の長万部キャンパスでの経営学部国際デザイン経営学科による１年次の全寮制教育

に変更はないとのことであります。

次に、第４次長万部町まちづくり総合計画及び国土強靱化地域計画について申し上げます。第４

次長万部町まちづくり総合計画は、現在、各種関連計画の洗い出しを行い、第３次総合計画の見直

しなども含め、基本構想と基本計画の骨子を作成作業中であります。また、このまちづくり総合計

画と合わせ、国から求められている国土強靱化地域計画についても総合的な施策であることから、

まちづくり総合計画と連動した策定を目指して着手したところであります。この国土強靱化地域計

画は、防災基本計画が地震や洪水などのリスクを特定した対策であるのに対し、あらゆるリスクを

見据えつつ、どんな災害が起ころうとも最悪な事態に陥ることが避けられるよう、強靱な行政機能

や地域社会、地域経済を事前に作り上げていこうとするものであります。本計画につきましては、

今後、総合計画との整合性を持たせたものとして、同時の完成を目指してまいります。

次に、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金について申し上げます。本来、急速に

拡大している新型コロナウイルス感染症について、緊急経済対策が４月７日に閣議決定され、地方

公共団体においても、新型コロナウイルスの感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響を受け

ている地域経済や住民生活を支援し地方創生を図るため、地域の実情に応じ、きめ細やかに必要な

事業を実施できるよう、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が創設されたところで

あります。この交付金は、対象事業について各自治体の限度額の範囲内で国が全額を負担するもの
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であり、本町においても町内の事業者への支援支給をはじめとして、全町民対象の商品券およびマ

スクの配布、役場、病院などの公共施設の感染予防物資の購入などの事業について、この交付金制

度を活用して７月１日付で第１次の交付申請を行い、７月８日付で６,７０４万５,０００円の交付

決定が北海道知事からあったところであります。更に、現在、第２次の交付申請を準備しており、

本定例会に関連する補正予算を提案いたしております。

次に、地域連携の取組について申し上げます。渡島管内の市町村らが地域振興について話し合う、

渡島地域づくり連携会議が８月１９日に渡島総合振興局で開催され、当町では、寿都が検討を進め

る原発から出る高レベル放射性廃棄物、核のゴミの最終処分場選定に向けた調査の応募について、

地理的に当町は寿都町から約４０キロメートルの近距離にあり、黒松内低地断層帯が存在すること、

また、過去に地震により甚大な被害があった経緯や、核のゴミが無害化に１０万年以上必要である

ことなどからも安全性に重大な懸念があり、反対の立場であることを表明したところであります。

また、八雲町、今金町、せたな町と長万部町で構成する北渡島檜山４町地域連携推進協議会におい

ても寿都町の核のゴミ問題について、風評被害や地域全体のイメージダウンなどの影響が計り知れ

ないことから、９月２日に協議会を構成する４町長全員で寿都町を訪問し、寿都町長に対して性急

な文献調査の応募には反対すること、我々周辺自治体に説明と議論の場を設定し、情報提供と周辺

自治体の意見を尊重するよう要望書を提出し、寿都町長と率直な意見交換をしてきたところであり

ます。この問題については、北海道や国の動向にも注視し情報収集を行いながら、周辺自治体とと

もに議論してまいります。

次に、北海道新幹線関係について申し上げます。現在、町内では５つのトンネル工事が計画・施

工中であり、９月１日現在において、掘削中の立岩トンネルのルコツ工区では本坑５,０００メー

トルのうち延長１,７３０メートルが、豊津工区では２,０６０メートルのうち９１メートルが掘削

されており、また、内浦トンネルの静狩工区は本坑５,５７０メートルのうち延長８８６メートル

が掘削されております。今後、掘削を予定するものとして、豊野トンネル外１か所他工事では、豊

野トンネルについて今秋中の掘削開始を目標に準備が進められているところであり、国縫トンネル

についても、現在施工計画を作成中と聞いております。

次に、老人福祉関係について申し上げます。地域敬老会については、昨年度までは地域の皆様に

ご尽力いただき開催していただいておりましたが、本年度につきましては、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、地域敬老会の開催の代替として記念品等を配布していただくことにより、高

齢者の長寿を祝福し、社会に貢献した労をねぎらっていただくよう各町内会等へお願いをいたしま

した。

また、天然ガス事業所内の天然ガス供給および温泉送湯設備の故障により、老人福祉センターの

入浴施設が長期閉鎖となりました。これにより、９月２１日の敬老の日に合わせて、老人福祉セン

ターと町内にある公衆浴場の２か所で無料開放を実施する予定でおりましたが、今年度につきまし

ては、公衆浴場１か所のみで実施することといたしました。なお、新型コロナウイルス感染症拡大

防止の観点から、無料開放の期間を従来７日間としておりましたが、９月１２日から２１日までの

１０日間に延長して実施することといたしました。これに要する費用につきましては、本定例会に

補正予算を提案いたしております。

次に、特別定額給付金給付事業について申し上げます。新型コロナウイルス感染症拡大防止に留

意しつつ、簡素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支援を行うための特別定額給付金につきまして
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は、５月から給付を開始し、８月の申請期限までに２,９１６世帯、５,１７４人分の給付を完了し

ております。

次に、農業関係について申し上げます。家畜の主たる飼料作物の牧草は、８月１５日現在の生育

状況調査では、２番草収穫作業が降雨の影響により遅れており、サイレージ用とうもろこしの生育

状況は平年並みに推移しております。

生乳生産量は１月から７月末日まで５,８０９トンを出荷し、前年に比べ１９トンの増となり、

乳代は５億２,９９０万円で、前年に比べ４１７万円の減となっております。

黒毛和牛の１月から７月までの販売頭数は１４５頭、販売金額は８,７８８万円となっており、

前年同期と比較して販売頭数は３６頭の減となり、販売金額は３,４２７万円の減となりました。

次に、林業関係について申し上げます。町有林一般造林事業の下刈事業は、共立地区２１ヘクタ

ール、静狩地区１７.０５ヘクタール、平里地区３ヘクタールを８月４日に完了し、春植分の共立

地区３ヘクタールについても、８月４日に完了しております。

また、森林整備センターとの分収造林事業の下刈事業は、豊津・豊野地区２２.０１ヘクタール

を７月９日に完了しております。道営事業で進めている森林基幹道豊津・黒岩線の林道整備事業は、

５月１４日に着手しております。

次に、有害鳥獣対策について申し上げます。今年もヒグマやキツネ、エゾシカなどに加えて、特

定外来生物であるアライグマの出没も見られる状況であり、鳥獣被害防止対策協議会と連携し、今

後もヒグマなどの有害鳥獣による人畜および農林業等への被害を防止し、住民の生活の安全を図っ

てまいります。

次に、漁業関係について申し上げます。漁業関係全体の１月から７月末までの水揚げ実績は２１

億円と、前年同期と比較し、約１億円ほど増加しております。このうち、ホタテ貝の生産量は１万

１,６９４トンと、前年同期と比較し５５.２％増加しておりますが、水揚げ実績では約２０億円と、

前年同期と比較し１１％増にとどまっております。単価下落の要因として、新型コロナウイルス感

染症の影響による国内外の消費低迷と、オホーツク海のホタテ漁が好調であることが考えられてい

ます。ホタテ貝の養殖漁業における地場採苗の状況は、６月から投入した採苗機には、多くのホタ

テ貝種苗が付着しているのが確認されております。しかし、付着したばかりの種苗は最も弱い時期

でもあり、慎重な取扱いが必要となりますので、各関係機関と連携を図り、生育動向を注視してま

いります。

昨年度より継続事業として実施する、国のアイヌ政策推進交付金を活用したホタテ貝の稚貝に関

する調査研究事業は、本年７月１７日付で内閣府より交付決定を受けましたので、今年度も長万部

漁業協同組合へ事業を委託し、今月下旬より稚貝の管外移入を開始される予定となっております。

北海道が事業主体となり、水産物供給基盤機能保全事業で行う老朽化した長万部漁港の保全工事

は、昨年度に引き続き岸壁等の補修工事が施工開始されております。また、昨年度に引き続き、静

狩漁港防砂堤新設工事も施工されており、同じく北海道が事業主体となり、漁村再生交付金事業に

て行う国縫漁港内船揚場等改良工事等についても、昨年度より引き続き施工が開始されております。

次に、商工観光関係について申し上げます。本町の商工観光全般において、本年１月から続く新

型コロナウイルス感染症の影響により、飲食店や宿泊業を中心に大きな損害を受けました。この影

響に対する対策として、長万部商工会加盟事業者への商工会経由による補助金と、商工会非加盟事

業者への受難事業者支援金を支給し、また、全町民へ配布した町内事業所で使用できるくらし応援
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商品券は、町民の約９９％に支給されたところであります。

本町の商工観光振興の一環として実施されております、おしゃまんべ毛がにまつりの本年度の開

始は中止となりましたが、代替措置として毛がに販売会を開催、昨年並みの２杯３,０００円で３

店舗各３００組を販売したところ、悪天候にも関わらず３０分ほどで全ての店舗で完売いたしまし

た。即売会を実施したことにより、長万部の毛がにの人気を再確認できたとともに、来年以降の新

型コロナウイルス感染症対策を講じたうえでの販売方法などを確認することができました。

長万部駅舎内に設置されております観光案内所では、１０月の法人化を目指す長万部観光協会が、

本町を訪れる観光客の皆さんへの町内観光地の情報提供、長万部温泉、二股ラジウム温泉の案内、

飲食店や販売店の紹介等、積極的な観光アピールを行うとともに、特産品の販売を行っております。

また、昨年から長万部観光協会をはじめ、長万部温泉利用協同組合、新函館農業協同組合長万部

支店など、町内主要団体を構成する長万部町観光地域づくり協議会を立ち上げ、国の農山漁村振興

交付金を活用し、農泊を中心に通過型観光を滞在型観光へ転換を図る事業実施体制を構築するため、

長万部町が事務局となり、インバウンドをはじめとする体験観光のプラン構築等を行っております。

合宿誘致事業は、長年にわたり長万部温泉利用協同組合が積極的に誘致活動に取り組んでおりま

すが、本年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により、全ての合宿がキャンセル・中

止となっております。

次に、建設関係について申し上げます。建築事業では、長万部公園簡易入浴施設設置工事および

町営住宅あやめ団地非常灯外交換工事は工期内に完成しております。また、町営住宅火災報知器更

新工事につきましては、９月３０日までの工期で実施中であります。また、町営住宅中部団地につ

いて、階段に手すりがなく高齢者等には危険であることから、手すりを設置するための補正予算を

本定例会に提案いたしております。その他、各公共施設や町営住宅の修繕工事については、計画的

に実施しております。

土木事業では、国の社会資本整備総合交付金を活用して実施する、長万部町橋梁点検調査業務委

託は令和３年１月２９日までの工期で、また、北海道縦貫自動車道を跨ぐ橋梁の点検については、

東日本高速道路株式会社北海道支社と協定を結び、令和３年２月２８日までの工期で実施中であり

ます。橋梁点検につきましては、５年に一度の点検が法令により義務化されており、今年度は町道

橋７８橋のうち、３３橋の点検を実施してまいります。

道路維持関係では、町道中山大通線外舗装補修工事及び管内道路排水等清掃業務は、１１月２０

日の工期でそれぞれ実施しております。その他、道路、側溝等の維持作業等については、計画的に

実施しております。

住宅関係では、北海道新幹線建設に伴う町営住宅南部団地移設に関して、現入居者の仮移転先住

宅の修繕工事を行うための補正予算を、本定例会に提案いたしております。

公園関係では、５月３０日より再開したあやめ公園パークゴルフ場は、マスクの着用や消毒など

新型コロナウイルス感染症対策の徹底を図ったうえで、多くの方々にご利用いただいております。

また、閉鎖中の長万部公園キャンプ場につきましては、新型コロナウイルス感染症の動向を見なが

ら、再開準備を進めていたところでありますが、昨今の全国的な感染状況と、町外から多くの宿泊

者の利用が予想されることにより、感染対策の徹底が困難であると判断し、更なる感染拡大防止の

ため、大変残念ではありますが今年度の開設を取りやめることにいたしました。

次に、公共下水道事業について申し上げます。終末処理場の薬品溶解槽部品交換外修繕工事は、
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令和３年１月２０日までの工期で施工中であります。

次に、ガス事業について申し上げます。ガス本支管改良工事の大町８番地工区は令和２年９月１

０日まで、大町１８番地工区は令和３年１月２０日までの工期で施工中であります。また、天然ガ

ス事業所の天然ガス供給および温泉湯送設備が７月末に故障し、復旧には多額の費用と工事期間を

要するため、現在見通しが立たない状況となっております。つきましては、東京理科大学学生寮と

老人福祉センターへの温泉湯送に大きな影響が出ていることから、今後の費用対効果等も考慮しつ

つ、温泉法や鉱山保安法等を所管する関係機関との調整協議を行い、温泉供給等の再開に向けた調

査検討を進めてまいります。

次に、水道事業について申し上げます。浄水場施設機器設備交換修繕工事は、令和３年１月２２

日までの工期で施工中であります。

次に、病院事業について申し上げます。全国的な新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、本町

においても、新型コロナウイルスやインフルエンザウイルスの感染の疑いのある患者様への対応と

して、予約制での発熱者外来の設置を検討しております。また、インフルエンザワクチンの接種を

１０月中旬から行う予定としており、今後、町広報等でお知らせしてまいります。病院内では、院

内感染対策委員会において感染対策マニュアルを作成し、感染防止対策を徹底いたしております。

今後も、町民の皆様の健康維持と健全経営に向けての病院運営を行ってまいります。

次に、消防関係について申し上げます。今年８月末現在の火災件数は４件で、うち、建物火災が

２件、野火が１件、車両火災が１件となっております。救急件数は２０１件で、うち、急病が９３

件、交通事故が７件、一般負傷が２９件、その他転院搬送などが７２件で、ドクターヘリによる搬

送が１０件となっております。

８月１日に予定されておりました、体験型イベントのおしゃまんべ消防フェス２０２０、９月５

日に予定されておりました長万部町消防訓練大会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

らともに中止しております。

終わりに、本定例会に提案した議件は、条例の制定や一部改正、規約の変更、各会計補正予算、

各会計決算認定など２５件となっております。議案上程の都度、担当説明員から説明させますので、

よろしくご審議くださるようお願い申し上げ、行政報告を終わります。

３か所訂正をお願いいたします。２頁の９行目、「同学年」を「同学科」と訂正をお願いいたし

ます。３頁の３行目、「本来」を「本年」に訂正いたしていただきます。３頁目の２９行目、「経緯」

を「経験」に訂正をお願いいたします。大変申し訳ございませんでした。

〔町長(木幡正志)自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で行政報告を終わります。

◎議案第１号 長万部町北海道新幹線建設関連補償事業基金条例

○議長（辻義雄） 日程第４、議案第１号長万部町北海道新幹線建設関連補償事業基金条例の件を

議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

岸上新幹線推進課長。

○新幹線推進課長（岸上尚生） ただいま上程されました、議案第１号長万部町新幹線建設関連補

償事業基金条例につきまして、提案理由と内容をご説明いたします。
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北海道新幹線建設工事に伴い、支障となる町の公共施設の除却や移転などの関連補償事業につい

て、公共施設の建替には複数年以上の期間を必要とするため、後の代替施設の建設時点において必

要な予算を円滑に確保できるよう、独立行政法人鉄道運輸施設整備支援機構（以下、鉄道・運輸機

構）と略しますが、こちらから支払われる移転補償金および土地売買代金を原資とする、新たな基

金条例を定めるものであります。

第１条につきましては設置で、北海道新幹線建設工事に伴い発生する関連補償事業等に対し、鉄

道・運輸機構から支払われる補償金等を必要な事業の財源に充てるため、基金を設置するものであ

ります。

第２条は積立額で、基金として積み立てる額は、鉄道・運輸機構から長万部町に支払われる補償

金及び土地売買代金の金額を原資とするものであります。

第３条は管理で、基金に属する現金は金融機関への預金、その他、最も確実かつ有利な方法によ

り保管しなければならないものであります。

第４条は運用益金の処理で、基金の運用から生じる収益および基金を原資とする事業によって発

生する収益は、一般会計の歳入歳出予算に計上して、この基金に編入するものとするものでありま

す。

第５条は基金の処分で、基金は第１条に規定する事業に要する経費の財源に充てる場合に限り、

その全部、または一部を処分することができるものであります。

第６条は繰替運用で、町長は財政上必要があると認めるときは、確実な繰戻しの方法、期間およ

び利率を定めて、基金の属する現金を歳出現金に振り替えて運用し、または一般会計の歳入歳出予

算の定めるところにより、歳入に繰り入れて運用することができるものであります。

第７条は委任で、この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は町長が定めるも

のであります。

附則は施行期日で、この条例は公布の日から施行するものであります。

以上がただいま上程されました、議案第１号長万部町北海道新幹線建設関連補償事業基金条例の

内容であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第２号 職員の特殊勤務手当支給に関する条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第５、議案第２号職員の特殊勤務手当支給に関する条例の一部を改正する

条例の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。
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本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第２号職員の特殊勤務手当支給に関する

条例の一部を改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

このたびの改正は、人事院規則の改正に伴い新型コロナウイルス感染症から住民の生命および健

康を保護するため緊急に行われた措置に係る一定の業務について、通常の手当の額を超えて防疫等

業務手当を支給することとされたことから、条例の一部を改正するものであります。

条例の改正内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改

正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

附則第１項の前に見出しとして「（施行期日）」を付し、附則の次に見出しおよび第２項を加えま

す。

（感染症防疫業務手当の特例）第３項、職員が、新型コロナウイルス感染症（新型コロナウイル

ス感染症を指定感染症として定める等の政令（令和２年政令第１１号）第１条に規定するものをい

う。次項において同じ。）から住民の生命および健康を保護するために緊急に行われた措置に係る

作業であって、町長が定めるものに従事したときは、感染症防疫業務手当を支給する。この場合に

おいて、第２条第３号の規定は適用しない。

第４項、前項の手当の額は、作業に従事した日１日につき３,０００円（新型コロナウイルス感

染症の患者若しくはその疑いがある者の身体に接触して、またはこれらの者に長時間にわたり接し

て行う作業、その他町長がこれに準じると認める作業に従事した場合にあっては、４,０００円）

とする。

これは、条例本則第２条第３号に規定する「感染症発生に伴う防疫業務に従事したとき」の区分

に、新型コロナウイルス感染症に係る業務に従事した場合の特例を設けるもので、附則第３項にお

いて手当の支給となる要件を、第４項において支給する手当の額を規定するものであります。

附則として、この条例は公布の日から施行し、令和２年２月１日から適用するものであります。

以上がただいま上程されました、議案第２号職員の特殊勤務手当支給に関する条例の一部を改正

する条例についての内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第３号 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について

○議長（辻義雄） 日程第６、議案第３号北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更につ
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いての件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第３号北海道町村議会議員公務災害補償

等組合規約の変更について、提案理由をご説明いたします。

地方自治法第２８６条第１項の規定により、一部事務組合はこれを組織する地方公共団体の数を

増減し、若しくは共同処理する事務を変更し、または一部事務組合の規約を変更しようとするとき

は、組織団体の各町村議会での規約の変更等が必要であります。

このたび北海道町村議会議員公務災害補償等組合から、「山越郡衛生処理組合」「奈井江、浦臼町

学校給食組合」「札幌広域圏組合」が脱退することに伴い、別表第１を改めることについて協議す

るための提案であります。

内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改正後で、右

欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

別表第１中、「山越郡衛生処理組合」「奈井江、浦臼町学校給食組合」「札幌広域圏組合」を削り

ます。

附則として、この規約は地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定による

総務大臣の許可の日から施行するというものであります。

以上がただいま上程されました、北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更についての

内容であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第４号 北海道市町村総合事務組合規約の変更について

○議長（辻義雄） 日程第７、議案第４号北海道市町村総合事務組合規約の変更についての件を議

題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第４号北海道市町村総合事務組合規約の

変更について、提案理由をご説明いたします。

地方自治法第２８６条第１項の規定により、一部事務組合はこれを組織する地方公共団体の数を

増減し、若しくは共同処理する事務を変更し、または一部事務組合の規約を変更しようとするとき

は、組織団体の各市町村議会での規約の変更等が必要であります。
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このたび北海道市町村総合事務組合から、「山越郡衛生処理組合」「奈井江、浦臼町学校給食組合」

「札幌広域圏組合」が脱退することに伴い、別表第１および別表第２を改めることについて協議す

るための提案であります。

内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改正後で、右

欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

別表第１石狩振興局（１２）の項中「（１２）」を「（１１）」に改め、「、札幌広域圏組合」を削

り、同表渡島総合振興局（１６）の項中、「（１６）」を「（１５）」に改め、「、山越郡衛生処理組合」

を削り、同表空知総合振興局（３２）の項中、「（３２）」を「（３１）」に改め、「、奈井江、浦臼町

学校給食組合」を削ります。別表第２の９の項中、「、札幌広域圏組合」「、山越郡衛生処理組合」

「、奈井江、浦臼町学校給食組合」を削ります。

附則として、この規約は地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定による

北海道知事の許可の日から施行するというものであります。

以上がただいま上程されました、北海道市町村総合事務組合規約の変更についての内容でありま

す。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第５号 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について

○議長（辻義雄） 日程第８、議案第５号北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についての件

を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第５号北海道市町村職員退職手当組合規

約の変更について、提案理由をご説明いたします。

地方自治法第２８６条第１項の規定により、一部事務組合はこれを組織する地方公共団体の数を

増減し、若しくは共同処理する事務を変更し、または一部事務組合の規約を変更しようとするとき

は、組織団体の各市町村議会での規約の変更等が必要であります。

このたび、北海道市町村職員退職手当組合から、「山越郡衛生処理組合」「奈井江、浦臼町学校給

食組合」が脱退することに伴い、別表（２）を改めることについて協議するための提案であります。

内容は、議案に添付しております新旧対照表によりご説明いたします。表の左欄が改正後で、右

欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。



- 13 -

別表（２）一部事務組合及び広域連合の表、渡島管内の項中「山越郡衛生処理組合、」を削り、

同表空知管内の項中、「、奈井江、浦臼町学校給食組合」を削るものであります。

附則として、この規約は地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定による

総務大臣の許可の日から施行するというものであります。

以上が、ただいま上程されました北海道市町村職員退職手当組合規約の変更についての内容であ

ります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第６号 長万部町過疎地域自立促進市町村計画の変更について

○議長（辻義雄） 日程第９、議案第６号長万部町過疎地域自立促進市町村計画の変更についての

件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

加藤まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（加藤慶一） ただいま上程されました、議案第６号長万部町過疎地域自立

促進市町村計画の変更について、提案理由をご説明いたします。

本計画は、平成２８年３月に議決をいただき、その計画期間は、平成２８年度から令和２年度ま

での５年間となっております。この計画期間内において事業の追加などの変更が生じる場合は、過

疎地域自立促進特別措置法第６条第７項の規定に基づき、あらかじめ北海道知事との協議後、当該

町議会の議決が必要となります。

今回の計画変更では、新型コロナウイルス感染症等へ対応できる情報通信基盤整備対策として実

施する、町内の光ファイバー未整備地区全域の光ファイバー整備財源の一部に、交付税措置のある

過疎債申請のため、「光ファイバー整備事業」を本計画に追加するもので、計画変更に対し令和２

年８月６日付で北海道知事より異議がない旨の通知をいただきましたので、今定例会に提案するも

のであります。

変更の内容につきましては、議案に添付しております長万部町過疎地域自立促進市町村計画変更

一覧表によりご説明をいたします。

変更一覧表をご覧ください。左欄二列が左より区分、変更後で、右欄が変更前となっております。

下線部分が変更する内容であります。

区分の２、「交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進」に、施設名として「（６）電気

通信施設等情報化のための施設、その他の情報化のための施設」を追加し、事業内容に「光ファイ



- 14 -

バー整備事業」を、事業主体として「民間」を追加するものであります。

以上が提案理由であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

高森議員。

○議員（７番 高森功治） おおよそでいいんですけど、整備されていない区間というのは何キロ

くらいありますか。

○議長（辻義雄） 加藤まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（加藤慶一） 何キロということでは把握はしてないんですけども、世帯数

でいうと、大ざっぱな世帯数ということでよろしければ回答したいと思います。長万部町の全体の

整備済の地域というのは、８９.１％整備されておりまして、残りは１０.９％ということで、これ

は概数でございますけども、およそ３２０世帯程度ということでございます。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第７号 財産の取得について

○議長（辻義雄） 日程第１０、議案第７号財産の取得についての件を議題といたします。説明員

に提案理由の説明を求めます。

對馬教育次長。

○教育次長（對馬政宏） ただいま上程されました、議案第７号財産の取得について、提案理由と

内容をご説明いたします。

令和２年度長万部町一般会計補正予算（第８号）に予算計上した学習者用パソコン端末を購入す

るにあたり、地方自治法第９６条第１項第８号および議会の議決に付すべき財産の取得、または処

分に関する条例第３条の規定により、議会の議決に付するものであります。

取得財産は、小学校児童用パソコン１９５台教員用１５台計２１０台、中学校生徒用パソコン９

５台、教員用１５台計１１０台であります。取得金額は１,２５３万１,２００円で、内訳は、１台

あたり３万５,６００円で、消費税を加えて１台３万９,１６０円であります。取得の相手方は、札

幌市北区北７条西２丁目８番地１、リコージャパン株式会社販売事業本部北海道支社公共営業部部

長宇野暢智であります。

以上が、議案第７号財産の取得についての内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上

げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。
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〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第８号 令和元年度長万部町水道事業会計剰余金の処分について

○議長（辻義雄） 日程第１１、議案第８号令和元年度長万部町水道事業会計剰余金の処分につい

ての件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第８号令和元年度長万部町水道事業

会計剰余金の処分につきまして、提案理由と内容をご説明いたします。

この剰余金の処分につきましては、地方公営企業法施行令に基づき減債積立金を取り崩して自己

資本金に組み入れる場合には、一旦未処分利益剰余金として整理し、改めて処分を行うこととなっ

ております。つきましては、議案中の計算書のとおり、未処分利益剰余金４,８６９万８,６７９円

のうち、減債積立金より取り崩した２,０００万円を資本金に組み入れるものでございます。この

処分によりまして、資本金残高は１億９０９万４,３９２円となります。

なお、この処分を行うためには、歳入歳出決算認定前に議会において処分の議決が制度上で必要

となりますので、地方公営企業法第３２条第２項の規定によりまして、議会の議決を求めるもので

ございます。

また、残りの剰余金２,８６９万８,６７９円につきましては、令和元年度の純利益でございます

ので、町条例に基づき減債積立金として処分をしてございます。

以上がただいま上程されました、議案第８号令和元年度長万部町水道事業会計剰余金の処分につ

きましての提案理由とその内容でございます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

午前１１時５分まで休憩いたします。
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１０時５１分 休憩

１１時０５分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第９号 令和２年度長万部町一般会計補正予算（第９号）

○議長（辻義雄） 日程第１２、議案第９号令和２年度長万部町一般会計補正予算（第９号）の件

を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、議案第９号令和２年度長万部町一般会計補正

予算（第９号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正額は、歳入歳出にそれぞれ８億４,１３３万８,０００円を追加し、補正後の予算総額

を、６４億４,１３３万４,０００円とするものであります。内容は、補正予算書に添付しておりま

す概要により、歳出からご説明いたします。

総務費は５億５,７７９万１,０００円の追加であります。一般管理費、需用費４０万円の追加は

消耗品費で、新型コロナウイルス感染症対策のための、公共施設用手指消毒液等の購入費用であり

ます。積立金２億６,５７８万５,０００円の追加は財政調整基金積立で、令和２年度普通交付税の

確定および前年度繰越金の一部を積み立てるもので、この積立をした後の当基金残高見込額は、７

億５,１１３万６,０００円となります。財産管理費、需用費３０万円の追加は施設修理費で、庁舎

設備の経年劣化等に伴う修理費用の計上であります。工事請負費１６０万円の追加は、国の第２次

補正予算で計上された、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して実施する、

学童保育所調理設備移設工事で、学童保育所ななかまどに通う子どもたちの身体的距離の場、確保

として、食堂の調理設備の移設を行うものであります。

企画費、報償費３万５,０００円の追加は講師謝礼、需用費６万６,０００円の追加は印刷費、役

務費４万１,０００円の追加は、通信費が３万１,０００円の追加、賠償責任保険料が１万円の追加

で、地域おこし協力隊員が事業として実施する鉄道写真展および講演会開催に係る、関連費用の計

上であります。工事請負費１２５万４,０００円の追加は空き店舗改装工事で、地域おこし協力隊

員の起業に伴う、店舗の排水設備やガス給湯設備、衛生器具設備などの工事費用であります。負担

金・補助及び交付金２００万円の追加は、地域おこし協力隊員起業支援補助で、内訳は、特別交付

税を財源とする起業支援補助金が１００万円の追加、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金事業を活用し実施する、衛生環境向上支援補助金が１００万円の追加であります。以下、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業について、「交付金事業」と呼称いたします。

電子計算費、委託料は９２７万３,０００円の追加で、内訳は、ホームページ再構築業務委託が

８３６万円の追加、Ｗｅｂ会議環境構築委託が９１万３,０００円の追加であります。ホームペー

ジ再構築業務委託は、総務省から示された「みんなの公共サイト運用ガイドライン」およびコロナ

禍での「新しい生活様式」に対応した更なる行政のＩＴ化を図るため、長万部町Ｗｅｂサイトの再

構築業務を委託するもので、交付金事業であります。Ｗｅｂ会議環境構築委託は、新型コロナウイ

ルス感染症対策として、庁舎３階の旧傍聴休憩室内でＷｅｂ会議に参加できるよう、パソコンやＷ

ｅｂカメラ、プロジェクター等の環境整備をするもので、交付金事業であります。負担金・補助及
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び交付金２億５,５１０万７,０００円の追加は、高度無線環境整備推進事業負担金で、国の提唱す

るＳｏｃｉｅｔｙ（ソサエティ）５.０社会の実現、新型コロナウイルス感染症における「新たな

日常」に対応したデジタル技術・情報通信の環境整備を促進するためには、基盤となる光ファイバ

ーの整備が必要であり、「民設民営方式」により、町内全域に光ファイバーを整備するため、実施

事業者に対して負担金を支出するもので、交付金事業であります。

歳入では、２０町債、総務債、高度無線環境整備債で９,０００万円を計上いたしました。

防災防犯諸費、需用費６７７万９,０００円の追加は消耗品費で、新型コロナウイルス感染症対

策として、避難所で使用する間仕切り、段ボールベッド、非接触式検温器の購入費用で、交付金事

業であります。備品購入費５５万円の追加は、避難所における換気対策のための送風機を購入する

もので、交付金事業であります。

賦課徴収費、償還金・利子及び割引料５０万円の追加は、法人町民税の予定納税確定に伴う、過

年度分過誤納還付金であります。

戸籍住民基本台帳費、委託料は１,１７４万７,０００円の追加で、内訳は、住基システム改修委

託が４０９万２,０００円の追加、戸籍附票システム改修委託が５８３万円の追加で、国外転出者

によるマイナンバーカード等の利用に係るシステム改修委託。戸籍情報システム改修委託が１８２

万５,０００円の追加で、戸籍事務へのマイナンバー制度導入に伴うシステム改修委託であります。

歳入では、１４国庫支出金、総務費国庫補助金、番号制度システム整備事業で８９４万円を計上

いたしました。

選挙管理委員会費、備品購入費２３５万４,０００円の追加は、開票集計用パソコン、投票用紙

読取分類機増設ユニット・制御用パソコンの購入費用で、新型コロナウイルス感染症の拡大リスク

を低減するため、機器の更新により開票に従事する職員数や作業時間を最小限に抑えるもので、交

付金事業であります。

民生費は２,７１８万８,０００円の追加であります。社会福祉総務費、負担金・補助及び交付金

は１３０万８,０００円の追加で、内訳は、地域保育所等補助が３０万８,０００円の追加、新型コ

ロナウイルス感染症対策事業補助が１００万円の追加であります。地域保育所等補助は、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大防止のため、いずみ保育園の遊具等の整備に補助をするもので、交付金事

業であります。新型コロナウイルス感染症対策事業補助は、いずみ保育園および学童保育所ななか

まどに対し、事業所等の消毒など新型コロナウイルス感染症の拡大防止を図るため、必要な経費を

補助するもので、歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫補助金、子ども・子育て支援交付金１０

１万７,０００円のうち５０万円、保育対策総合支援事業９０万円のうち５０万円を計上いたしま

した。

老人福祉総務費、負担金・補助及び交付金３２万８,０００円の追加は、公衆浴場敬老の日補助

で、老人福祉センターの入浴施設の長期閉鎖により、公衆浴場の利用人数の増加が見込まれること

から、増嵩する経費について追加計上するものであります。

地域会館等管理費、公有財産購入費は１,５９４万円の追加で、新開寿の家・南栄町老人憩の家

に代わる地域会館建設予定地の購入費用であります。

心身障害者特別対策費、償還金・利子及び割引料２４万６,０００円の追加は、令和元年度補助

金再確定による重度心身障害者医療費道費補助金返還金であります。

児童措置費、職員手当等４８万円の追加は時間外勤務手当、需用費１５５万２,０００円の追加
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は消耗品費が１１５万円の追加、印刷費が２７万円の追加で、幼児教育・保育の無償化に伴う事務

費および国による保育所等における新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に係る支援としての消

耗品費の計上。修理費が１３万２,０００円の追加で、さかえ保育所駐車場東側排水枡付近のアス

ファルト、縁石、芝生の地下部分が空洞化し一部が陥没していることから修理するものであります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫補助金、保育対策総合支援事業９０万円のうち４０万円、

１５道支出金、民生費道補助金、子ども・子育て支援事業で１５０万円を計上いたしました。

工事請負費は４８３万３,０００円の追加で、内訳は、保育所「体験の森」園路改修工事が、子

どもたちの安全な遊び場確保を目的に、経年劣化が著しい「体験の森」等に敷設の木道を改修する

もので交付金事業。保育所網戸取替工事が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、経年劣化

した既存網戸を取り替え、換気機能の改善を図るもので、交付金事業であります。

償還金・利子及び割引料２５０万１,０００円の追加は、令和元年度国庫負担金精算による児童

手当返還金であります。

衛生費は１２３万円の追加であります。予防費、需用費は７７万４,０００円の追加で、内訳は、

消耗品費５９万３,０００円のうち２９万３,０００円の追加、および薬品費１８万１,０００円の

追加は、国による乳児家庭等全戸訪問事業における、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に係

るもので、歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫補助金、子ども・子育て支援交付金で、１０１

万７,０００円のうち４７万４,０００円を計上いたしました。

消耗品費、５９万３,０００円のうち３０万円の追加は、健診会場における３密対策のための消

耗品の購入費用で、交付金事業であります。

委託料３６万円の追加は、定期予防接種委託で、令和２年１０月１日より、ロタウイルスが予防

接種の項目に追加されることに伴う計上であります。

上水道費、繰出金９万６,０００円の追加は、児童手当に係る水道事業会計繰出金であります。

農林水産業費は、１,９８５万円の追加であります。畜産振興費、負担金・補助及び交付金１,６

００万円の追加は畜産経営安定化対策補助で、新型コロナウイルス感染症の影響で牛の個体販売額

が下落し、畜産農家の経営が圧迫されていることから、経営の安定化に資するため給付を実施する

もので、交付金事業であります。農地費、工事請負費１１８万８,０００円の追加は、蕨岱営農用

水施設修繕工事で、耐用年数の経過により、水道メーターおよび滅菌器等に動作不良が生じている

ことから、早急に修繕するものであります。公共牧場管理運営費、備品購入費２６６万２,０００

円の追加は、直装式ディスクモアーの購入費用で、蕨岱および共立牧場の現有機械が老朽化により

修理不能となったことから、更新するものであります。

商工費は１,０００万８,０００円の追加であります。商工総務費、負担金・補助及び交付金８,

０００円の追加は消費生活センター負担金で、受付件数の増による追加であります。商工振興費、

負担金・補助及び交付金１,０００万円の追加は商工事業者経営改善等支援補助で、新型コロナウ

イルス感染症の拡大に伴い、事業に大きな影響を受けた商工事業者に対し、経営改善のための事業

費の２分の１以内、２００万円を上限として補助金を交付するもので、交付金事業であります。

土木費は１億９,２４５万７,０００円の追加であります。大型乗用車両等管理費、役務費７万５,

０００円の追加は車保険料、備品購入費４,３００万円の追加は中型バスで、新型コロナウイルス

の感染対策として、現行の車両には装備していない除菌イオン発生装置装備車両を導入することに

より、乗務員および乗客間の飛沫感染防止ならびに車内の除菌、換気を強化するもので、交付金事
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業であります。

都市計画総務費、報酬１１万２,０００円の追加は都市計画審議会委員で、本町通の道道昇格要

望に係る審議会の開催回数の増に伴う計上であります。

公共下水道費、繰出金は６００万円の追加で、次年度以降に予定していた管渠敷設工事の前倒し

実施に伴う、公共下水道事業特別会計繰出金であります。

住宅管理費、工事請負費１６５万円の追加は、中部団地階段手すり新設工事で、エレベーターの

無い中部団地３棟の階段室７箇所に、手すりを新設するものであります。

住宅建設費、使用料及び賃借料５万円の追加は家屋借上料、工事請負費１億４,１５７万円の追

加は南部団地仮移転住宅修理工事で、北海道新幹線の延伸に伴う南部団地入居者の仮移転先住宅の、

借上料及び修理費の計上であります。工事箇所は、町所有の教員住宅２棟４戸、旧教員住宅２棟３

戸、北海道所有の旧教員住宅３棟４戸、林野庁所有の旧森林管理署住宅２棟２戸の、合わせて９棟

１３戸であります。

歳入では、１９諸収入、雑入、新幹線建設関連補償金で、歳出同額の１億４,１６２万円を計上

いたしました。

消防費は８３０万円の追加であります。常備消防費、需用費１４４万７,０００円の追加は被服

費で、新型コロナウイルス感染症対策のための、救急活動用感染防止衣の購入費用で、交付金事業

であります。消防施設費、備品購入費６８５万３,０００円の追加は、感染症患者搬送装置、車両

除染システム、硬性喉頭鏡、観察用資器材の購入費用で、交付金事業であります。

教育費は２,４５１万４,０００円の追加であります。事務局費、需用費は４６万円の追加で、内

訳は、消耗品費２８万円の追加は、国の補助事業で実施する中学校のボイラー改修事業及び校内Ｌ

ＡＮ整備事業について、事務費が交付されたことから追加するものであります。

歳入では、１４国庫支出金、教育費国庫補助金、公立学校情報通信ネットワーク環境整備事業で

７万８,０００円、学校施設環境改善事業で２０万２,０００円を計上いたしました。車修理費１８

万円の追加は、平成２１年に導入した連絡車のブレーキ部品交換に伴う計上であります。役務費１

３万８,０００円の追加は車保険料、備品購入費４９５万円の追加は連絡車で、新型コロナウイル

ス感染症対策として、児童生徒の送迎などに利用する連絡車を新たに購入するもので、交付金事業

であります。

小学校費、学校管理費、工事請負費２８６万円の追加は、長万部小学校ボイラー関係機器修繕工

事で、ボイラー・計装設備の点検において指摘のあった部品等の交換修繕を行うものであります。

中学校費、学校管理費、委託料は４３７万６,０００円の追加で、内訳は、北海道新幹線建設工

事に伴い移転の必要が生じた教職員住宅の、移転予定地の測量調査設計委託が６９万１,０００円

の追加、教職員住宅の新築基本実施設計に係る工事設計業務委託が３６８万５,０００円の追加で

あります。工事請負費６９２万５,０００円の追加は、校舎暖房配管洗浄工事で、新型コロナウイ

ルス感染症対策に係る冬期間の換気を考慮し、暖房配管の洗浄により暖房効率を高めるもので、交

付金事業であります。

海洋センター施設費、工事請負費４０１万５,０００円の追加は熱交換器取替工事で、平成３年

の竣工時から使用している熱交換器について、交換部品の調達ができなくなったことから、機器を

更新するものであります。

学校給食センター費、需用費７９万円の追加は修理費で、貫流ボイラー給水ポンプ等の経年劣化
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に伴う追加であります。

なお、このたびの新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金につきましては、今回計上

しております歳出のほかに、令和２年度当初予算で計上済の地域敬老会補助、電話健康相談事業委

託および７月１７日開催の第４回町議会臨時会で議決をいただきました、小・中学校における消毒

液などの購入費用、ＧＩＧＡスクール構想に伴う校内ＬＡＮ・電源キャビネット整備委託、扇風機

やパソコンなどの購入に係る備品購入費に充当をいたしております。

次に、歳入についてご説明いたします。ただいま歳出でご説明した分は省略させていただきます。

地方特例交付金の地方特例交付金は１９２万５,０００円の追加で、令和２年度交付額の確定に

よるものであります。地方交付税の普通交付税２億２,７３９万８,０００円の追加は、令和２年度

交付額確定により、増額分を計上いたしました。国庫支出金、総務費国庫補助金、地方創生事業は

２億１,２１２万７,０００円の追加で、新型コロナウイルス感染症対策のための、第２次地方創生

臨時交付金であります。

民生費国庫補助金、子ども・子育て支援交付金１０１万７,０００円のうち４万３,０００円につ

いては、地域子育て支援拠点事業に係る国事業費上昇分であります。道支出金、民生費道補助金、

子ども・子育て支援交付金４万３,０００円の追加は、地域子育て支援拠点事業に係る道事業費上

昇分であります。

繰入金の介護保険特別会計繰入金は７８５万７,０００円の追加で、令和元年度精算金の一般会

計への繰り入れであります。

繰越金は、１億４,７７３万１,０００円の追加であります。

次に、予算書の４頁をご覧ください。第２表は、地方債補正の追加であります。起債の目的・高

度無線環境整備で、限度額は９,０００万円、起債の方法、利率及び償還の方法は、記載のとおり

であります。

以上が、今回提案いたしました令和２年度長万部町一般会計補正予算（第９号）の内容でありま

す。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳出から行います。

はじめに総務費８頁から９頁です。質疑ありませんか。

辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） ６の電子計算費なんですが、その委託料で、ホームページ再構築業務委

託で８３６万円、これはソフトだけで８３６万円なんですか。ハードは含まない。

○議長（辻義雄） 加藤まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（加藤慶一） お答えいたします。こちらはハードではなくて、現在の長万

部町のホームページの再構築に関する費用ということでございます。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

高森議員。

○議員（７番 高森功治） 今の辻議員と同じところなんですけど、どれぐらいのレベルのことを

やるかわかりませんけれども、これ長万部の業者で委託できるような事業なんですか。

○議長（辻義雄） 加藤まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（加藤慶一） こちらの内容は、今現在の町のホームページは、今の状態に

なってから１０年ほど経過しておりまして、パソコンをお使いになる方ですとおわかりになるかと
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思うんですが。総務省からも「みんなの公共サイト運用ガイドライン」というのが示されているん

ですけども、これはどういうのかと言いますと、高齢者とか障がい者に優しいものということで、

例えば音声を、テキストを読み上げて音で内容を知らせてくれる機能だとか、それから字の大きさ

を変える、大きくすることができるとか、それから多言語の対応、英語だとか中国語だとか、外国

の方もご覧になれるようにする。それから災害等ではスマートフォンでご覧になる方も数多くいら

っしゃるということで、スマートフォン対応、スマートフォンで見れるレイアウトにするというよ

うなことも含まれておりまして、かなり高度な内容になっておりまして、なかなか町内の業者の方

ではできる業者さんちょっといらっしゃらないというような内容でございます。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） 同じく９番の防災防犯諸費で、需用費の中で段ボールベッドという説明

あったんですけども、何組くらい入れるんでしょうか。

○議長（辻義雄） 本前総務課長。

○総務課長（本前武広） 段ボールベッドにつきましては、２０５台の購入を予定しております。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

総務費を終わります。

次に民生費、９頁から１０頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

民生費を終わります。

次に衛生費、１１頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

衛生費を終わります。

次に農林水産業費、１１頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

農林水産業費を終わります。

次に商工費、１２頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

商工費を終わります。

次に土木費、１２頁から１３頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

土木費を終わります。

次に消防費、１３頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

消防費を終わります。

次に教育費、１３頁から１４頁です。質疑ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） １３頁の事務局費の備品購入費で、連絡車という説明がありました。

その中で、児童・生徒送迎用という説明だったと思うんですけど、この児童・生徒送迎の、どうい

うことを考えての児童・生徒送迎なのか。ちょっと教えてください。
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○議長（辻義雄） 對馬教育次長。

○教育次長（對馬政宏） 児童・生徒の送迎用ということで、現在静狩小学校とかの児童を長万部

小学校まで運んだり、不登校の児童が若干おりまして、途中で迎えに来てほしいというような場合

に迎えに行ったり、中学校の部活、小規模の部活の人数が４人５人というような部活が町外に遠征

するような部分で、送迎するということを想定しております。以上です。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） そのときの運転は、教育委員会がするということなんですか。

○議長（辻義雄） 對馬教育次長。

○教育次長（對馬政宏） 事務局のほうで、緊急性の場合とか、普段の場合は、少人数の場合は事

務局で送迎しております。今後事務局で少人数の場合には運行する予定として考えております。以

上です。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

教育費を終わります。

以上で歳出を終わります。

続いて歳入を行います。はじめに地方特例交付金、５頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

地方特例交付金を終わります。

次に地方交付税５頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

地方交付税を終わります。

次に国庫支出金、５頁から６頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

国庫支出金を終わります。

次に道支出金、６頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

道支出金を終わります。

次に繰入金、６頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

繰入金を終わります。

次に諸収入、７頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

諸収入を終わります。

次に町債、７頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

町債を終わります。

次に繰越金、７頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

繰越金を終わります。

以上で歳入を終わります。
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次に４頁をご覧ください。第２表地方債補正を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

第２表地方債補正を終わります。

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１０号 令和２年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

○議長（辻義雄） 日程第１３、議案第１０号令和２年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第１０号令和２年度長万部町国民健康保険

特別会計補正予算（第４号）の提案内容についてご説明いたします。

今回の補正は、 歳入歳出にそれぞれ５５１万７,０００円を追加し、補正後の予算総額を７億

９,５１０万円とするものであります。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

はじめに、歳出からご説明いたします。諸支出金、保険給付費等交付金償還金、償還金利子及び

割引料５５１万７,０００円の追加は、令和元年度分道補助金、療養給付費の確定による返還金で

あります。

次に歳入についてご説明いたします。国民健康保険税は、１,０１８万３,０００円の減額であり

ます。国民健康保険税、医療給付費分、現年課税分７２０万１,０００円、後期高齢者支援分、現

年課税分２２７万５,０００円、介護納付金分、現年課税分７０万７,０００円といずれも減額で、

新型コロナウイルス感染症の影響による保険税減免によるものであります。

国庫支出金は６１１万円の追加であります。災害等臨時特例補助金、新型コロナウイルス感染症

関連事業６１１万円の追加は、保険税減免分の６割の補助金を追加するものであります。

道支出金９５９万円の追加であります。保険給付費等交付金、特別交付金９５９万円の追加は、

保険税減免分の４割分の補助金分と保険給付費返還金分の財源を追加するものであります。

以上が、議案第１０号令和２年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）の提案内容

であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。３頁から４頁

です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。
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〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１１号 令和２年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第２号）

○議長（辻義雄） 日程第１４、議案第１１号令和２年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第

２号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） ただいま上程されました、議案第１１号令和２年度長万部町介護保険

特別会計補正予算（第２号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正は、令和元年度分の介護給付費精算に伴う額の確定による補正で、歳入歳出にそれぞ

れ４,６６１万７,０００円を追加し、補正後の予算総額を８億６,０８６万７,０００円とするもの

であります。

それでは、補正予算書に添付いたしております概要により、歳出からご説明いたします。

４基金積立金は３,３１７万８,０００円の追加であります。介護給付費準備基金積立金、積立金

３,３１７万８,０００円の追加は、介護給付費準備基金へ交付金等の精算および繰越金の額の確定

により積み立てるものであります。積立後の当基金積立残高見込額は７,３２４万２３４円となり

ます。

６諸支出金は１,３４３万９,０００円の追加であります。償還金、償還金・利子及び割引料５５

８万１,０００円の追加は、介護給付費等の額の確定に伴う過年度分返還金であります。一般会計

繰出金、繰出金７８５万８,０００円の追加は、前年度の一般会計からの繰入金を介護給付費等の

額の確定により精算するものであります。

次に、歳入についてご説明いたします。４国庫支出金は４６１万２,０００円の追加であります。

介護給付費負担金、過年度分４６１万２,０００円の追加は、前年度の精算に伴う追加交付であり

ます。

１１繰越金は４,２００万５,０００円の追加であります。繰越金、繰越金４,２００万５,０００

円の追加は、前年度繰越金であります。

以上が、令和２年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第２号）の内容であります。よろしく

ご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。４頁から５頁

です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕
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討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１２号 令和２年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

○議長（辻義雄） 日程第１５、議案第１２号令和２年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予

算（第２号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第１２号令和２年度長万部町公共下

水道事業特別会計補正予算（第２号）の内容について、ご説明をいたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明をいたします。

今回の補正につきましては、歳入歳出にそれぞれ６００万円を追加し、補正後の予算総額を３億

２,５５５万１,０００円とするものでございます。

はじめに、歳出からご説明いたします。下水道費は６００万円の追加で、管渠管理費、工事請負

費の増額でございます。

内訳につきましては、大町の一部地区におきまして、このたび懸案でございました地権者からの

工事承諾をいただくことができたことから、下水道汚水管渠新設工事費として計上するものでござ

います。工事場所につきましては、字長万部１８番地の公衆道路内、管渠延長５５メートルを予定

してございます。

歳入では、繰入金、一般会計繰入金で、歳出同額の６００万円を計上してございます。

以上が、令和２年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）の内容でございます。

よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。３頁です。質

疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１３号 令和２年度長万部町水道事業会計補正予算（第１号）

○議長（辻義雄） 日程第１６、議案第１３号令和２年度長万部町水道事業会計補正予算（第１号）
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の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第１３号令和２年度長万部町水道事

業会計補正予算（第１号）の内容につきまして、ご説明をいたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付してございます概要によりご説明をいたしま

す。

今回の補正につきましては、収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の補正であります。

はじめに、予算第３条に定めた収益的収入及び支出のうち、支出の水道事業費に３８１万５,０

００円を追加し、補正後の支出予定額を１億５,６５４万５,０００円に改めるものでございます。

内訳につきましては、原水費の手当１０万円、賞与引当金繰入額１,０００円、法定福利費４,００

０円、業務費の給料９９万１,０００円、手当１２９万６,０００円、賞与引当金繰入額３６万５,

０００円、法定福利費４６万８,０００円、総係費の退職給付費１０万７,０００円の追加は、当課

職員の人事異動に伴う人件費関連各項目予算の増額でございます。

また、資産減耗費の固定資産除却費４８万３,０００円の追加は、配水設備の水道管移設工事に

伴うものでございます。

次に、収入の水道事業収益に９万６,０００円を追加し、補正後の収入予定額を１億６,６１１万

６,０００円に改めるものでございます。

内訳につきましては、他会計補助金の一般会計補助金９万６,０００円の追加は、職員異動に伴

う児童手当額の変更によるものでございます。

次に、資本的収入及び支出についてご説明をいたします。予算第４条に定めている資本的収入及

び支出のうち、資本的支出に９００万円を追加し、補正後の支出予定額を７,２８０万７,０００円

に改めるものでございます。

内訳につきましては、配水設備９００万円の追加で、大町地区ならびに道道長万部公園線の道路

改良工事に伴う、配水管移設工事費の増額でございます。なお、資本的収入額が資本的支出額に対

し不足する額６,２９９万３,０００円は、過年度分損益勘定留保資金１,３５３万１,０００円、当

年度分損益勘定留保資金２,０５４万６,０００円、当年度分消費税資本的収支調整額１４１万６,

０００円、減債積立金処分額１,６００万円および建設改良積立金処分額１,１５０万円で補填をい

たします。

次に、補正予算書の１頁をご覧ください。第２条の収益的収入及び支出並びに第３条の資本的収

入及び支出は、概要で説明いたしましたので省略をさせていただきます。

２頁に移りまして、第４条は、議会の議決を経なければ流用することができない経費で、この経

費につきましては職員給与費の合計で、今回の補正に伴い、予算第７条中「１,８８２万８,０００

円」を「２,２１６万円」に改めるものでございます。

第５条は、他会計からの補助金の変更で、予算第８条中、一般会計補助金の児童手当分、変更前

「０円」を変更後「９万６,０００円」に改めるものでございます。

以上が、令和２年度長万部町水道事業会計補正予算（第１号）の内容でございます。よろしくご

審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。はじめに収益的収入及び支出を行います。４頁です。

質疑ありませんか。
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〔「なし」の声あり〕

次に資本的収入及び支出を行います。４頁です。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に２頁をご覧ください。第４条議会の議決を経なければ流用することのできない経費及び第５

条他会計からの補助金を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１４号 令和２年度長万部町病院事業会計補正予算（第２号）

○議長（辻義雄） 日程第１７、議案第１４号令和２年度長万部町病院事業会計補正予算（第２号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

田辺病院事務長。

○病院事務長（田辺知行） ただいま上程されました、議案第１４号令和２年度長万部町病院事業

会計補正予算（第２号）の内容についてご説明いたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

今回の補正は、資本的収入及び支出の支出の補正であります。予算第４条に定めた資本的収入及

び支出のうち支出で、資本的支出に３３１万３,０００円を追加し、補正後の支出予定額を１,３９

９万３,０００円に改めるものであります。

建設改良費として、発熱者外来設置に伴う機械器具備品の購入となります。なお、資本的収入額

が資本的支出額に対し不足する額は、過年度分損益勘定留保資金で補填いたします。

次に補正予算書の１頁をご覧ください。第２条の資本的収入及び支出は概要の中で説明いたしま

したので省略させていただきます。

以上がただいま上程されました、令和２年度長万部町病院事業会計補正予算（第２号）の内容で

あります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。資本的収入及び支出を行います。３頁です。質疑あ

りませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。
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お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎報告第１号 令和２年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

○議長（辻義雄） 日程第１８、報告第１号令和２年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比

率の報告についての件を議題といたします。説明員に報告を求めます。

本前総務課長。

○総務課長（本前武広） ただいま上程されました、報告第１号令和２年度に公表する健全化判断

比率及び資金不足比率の報告について、内容をご説明いたします。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項および第２２条第１項の規定により、令

和２年度に公表する健全化判断比率及び資金不足比率を報告するものであります。

本文をご覧ください。健全化判断比率の欄、左から、実質赤字比率は、標準財政規模に対する実

質収支額の割合で、本町は実質収支額が黒字でありますので、実質赤字比率はございません。かっ

こ内に記載しておりますが、早期健全化基準は１５％以上であります。

次に、連結実質赤字比率は、標準財政規模に対する全会計の実質収支額あるいは資金不足額また

は剰余額の合計額の割合であります。令和元年度の本町の一般会計及び特別会計並びに企業会計の

うち、国保会計以外は黒字、あるいは資金不足額がなく、国保会計を含めても連結実質収支が黒字

であるため、連結実質赤字比率はございません。早期健全化基準は２０％以上であります。

次に、実質公債費比率でありますが、これは標準財政規模に占める地方債の元利償還金及び下水

道などの公営企業債の返済などに充てた繰出金などの割合で、１２.４％の見込みであります。昨年

度は１２.６％でありました。早期健全化基準は２５％以上であります。

次に、将来負担比率は、一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合で、

５３.１％の見込みとなっております。昨年度は４４.１％でありました。将来負担比率の早期健全

化比率は３５０％であります。

次に下段の、特別会計の資金不足比率でありますが、事業規模に対する資金不足額の割合が資金

不足比率となりますが、公共下水道事業特別会計・ガス事業会計・水道事業会計・病院事業会計の

いずれの会計も資金不足はございません。早期健全化段階になるとみなされる資金不足比率の基準

値である経営健全化基準は２０％以上であります。

なお、今回報告した比率は、現在、北海道や国に資料を提出しており、精査により数値変動があ

る場合もございますので、あらかじめご承知おき願います。

以上、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により

ご報告いたしますので、よろしくお願いいたします。

○議長（辻義雄） 以上をもって、本件の報告を終わります。

◎報告第２号 放棄した債権の報告について

○議長（辻義雄） 日程第１９、報告第２号放棄した債権の報告についての件を議題といたします。

説明員に報告を求めます。
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中山税務課長。

○税務課長（中山裕幸） ただいま上程されました、報告第２号放棄した債権について、長万部町

債権管理条例第１３条第１項の規定により、次のとおり町の債権を放棄いたしましたので、同条例

第１４条の規定によりご報告いたします。

放棄した事由は、長万部町債権管理条例第１３条第１項第６号に該当し、徴収停止後１年を経過

したのち、なお無資力等の状態にあり、履行の見込みがないと認められるもので、件数１３件、金

額２１万７,１０５円で、令和元年度末をもって放棄したものであります。

内訳は、水道事業会計の水道料金５件で４万８,８４６円、ガス事業会計のガス料金３件で１１

万１,１１５円、病院事業会計の入院、外来医療費等５件で５万７,１４４円であります。

以上がただいま上程されました、報告第２号放棄した債権についてのご報告とさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。

○議長（辻義雄） 以上をもって本件の報告を終わります。

午後１時まで休憩いたします。

１１時５６分 休憩

１３時００分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎認定第１号 令和元年度長万部町一般会計決算認定についてから

認定第９号 令和元年度山越郡衛生処理組合一般会計決算認定についてまで

○議長（辻義雄） 日程第２０、認定第１号から日程第２８、認定第９号までの件は、令和元年度

一般会計、各特別会計及び各企業会計並びに山越郡衛生処理組合一般会計決算認定に係る議案につ

き、会議規則第３７条の規定により一括して議題といたします。これより提出者の決算の説明を求

めます。

木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） 令和元年度長万部町一般会計、特別会計及び企業会計並びに山越郡衛生処理

組合一般会計決算説明。

令和元年度長万部町一般会計、各会計及び各企業会計並びに山越郡衛生処理組合一般会計決算の

認定に付するにあたり、その概要を申し上げます。

令和元年度の日本経済は、海外経済の減速等を背景に外需が弱いものの、大胆な金融政策、機動

的な財政政策、民間投資を喚起する成長戦略を柱とする政府の経済政策の効果など、雇用・所得環

境の改善により内需を中心に緩やかな回復が続きました。

このような情勢のもと、本町においては、自主財源である町税は調定額が前年度比５.９％の増、

収入額でも６.４％の増の６億６,１４８万７,０００円の収入となり、歳入に占める町税の割合は

１２.２％となっております。

一方、普通交付税は各項目の単位費用及び補正係数の減により、前年度に比較し１,６２２万８,

０００円減の２０億５,９１４万７,０００円となりました。

財源不足を補填するため特例的に認められる地方債で、後年度全額交付税措置される臨時財政対
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策債は、２,９６６万５,０００円減の８,７２９万２,０００円となっております。

令和元年度における町政の執行にあたりましては、国・地方とも引き続き厳しい財政状況の中、

経常経費の節減を図るとともに、各種事業の緊急度や経済効果を考慮し、住民福祉の向上に努めて

きたところであります。

それでは、はじめに一般会計の決算について申し上げます。歳入合計は５４億３,６０１万５,０

００円、歳出合計５２億８,８２２万２,０００円で、歳入歳出差引額１億４,７７９万３,０００円

となりました。翌年度へ繰越すべき財源６万２,０００円を差し引き、実質収支１億４,７７３万１,

０００円の剰余金を生じました。歳出の不用額は、１億１,５９４万６,０００円となっております。

次に、各種基金の令和元年度末現在の残高は、財政調整基金の９億９,８４９万３,０００円、減

債基金８,１０７万円、地域振興基金１億２,７００万２,０００円、生活交通確保対策基金３,０９

２万７,０００円、まちづくり基金１億９,０９１万８,０００円、地域福祉基金３,６９４万９,０

００円、中山間ふるさと・水と土保全基金５２６万２,０００円、学校教育施設整備基金１３８万

２,０００円、土地開発基金１,７８３万円、森林環境譲与税基金２６０万６,０００円、備荒資金

１億２,３９６万８,０００円、以上１１基金の合計残額は１６億１,６４１万２,０００円となって

おり、前年同期に比較し１億７,７３８万２,０００円の減となりました。

次に、主な施策及び事業費の概要を申し上げます。総務費では、公共施設対策１,１０４万３,０

００円、地域おこし対策４０８万５,０００円、まちづくり計画策定４０１万５,０００円、新幹線

建設負担金８６８万７,０００円、生活交通確保対策事業補助６４９万６,０００円、地方創生１億

円、シャクシャインロード事業５６万５,０００円、地域情報化４,６９２万８,０００円、交通安

全対策９７万２,０００円、ガス・温泉採取供給３,１６５万円、防災対策２億７,３３６万５,００

０円、防犯灯・街路灯整備５１７万１,０００円、北渡島檜山４町連携事業負担金６８万７,０００

円、長万部・黒松内・豊浦３町連携会議負担金１００万円、東京理科大学環境整備事業補助４５０

万円、企画振興奨励補助７０万円、交通安全指導員協議会補助９０万円。

民生費では、長万部町社会福祉協議会補助１,４２８万１,０００円、地域保育所等補助３７０万

円、多子世帯保育料等軽減補助２９８万１,０００円、老人クラブ運営費補助５４万４,０００円、

地域敬老会補助１８８万４,０００円、社会福祉施設入所者措置３１１万６,０００円、心身障害者

特別対策費１億７,７７１万５,０００円、ひとり親家庭等医療費３７１万９,０００円、乳幼児等

医療費１,１８２万８,０００円、児童手当４,８９６万円、福祉センター運営８７２万８,０００円、

高齢者生活支援３８２万３,０００円、介護予防・生きがい活動支援３２１万７,０００円、在宅福

祉支援１４２万６,０００円、老人福祉バス運行２７８万６,０００円、高齢者生活福祉センター運

営２,３００万円、地域会館等整備１,０２８万９,０００円、老人福祉センター運営５１０万８,０

００円、後期高齢者医療特別会計繰出金３,６４９万９,０００円、国民健康保険特別会計繰出金７,

９７０万円、介護保険特別会計繰出金１億４,６８９万９,０００円。

衛生費では、渡島廃棄物処理広域連合負担金８,６７４万２,０００円、ごみ処理施設運営１億１,

４４７万２,０００円、下水路整備３９８万２,０００円、し尿処理事業負担金１億６,４８２万１,

０００円、道南ドクターヘリ運行経費負担金２３３万９,０００円、保健指導車購入３１９万５,０

００円、葬斎場整備９３万４,０００円、病院事業会計繰出金３億１,０００万円、水道事業会計繰

出金２１３万２,０００円。

農林水産業費では、農業振興３７０万５,０００円、畜産振興３０４万９,０００円、農地振興２，
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６２２万１,０００円、公共牧場管理運営２,０６２万４,０００円、林業振興４,８０７万円、分収

造林８７８万８,０００円、林道新設改良２,４９３万８,０００円、水産業振興１,５９８万７,０

００円、水産基盤整備２,４０９万３,０００円、水産物流通加工基盤強化対策４,２０２万６,００

０円、アイヌ農林漁業対策６,２０８万円、アイヌ政策推進３,４４８万８,０００円、漁業振興設

備等整備２,８５０万円。

商工費では、商工業者経営改善等支援補助２,０００万円、商工会運営費補助７３０万円、おし

ゃまんべ毛がにまつり事業補助３５０万円、プレミアム付商品券事業補助１９２万円、合宿誘致事

業補助１８０万円、観光振興１,２２９万３,０００円、多目的活動センター運営６０６万４,００

０円。

土木費では、道路橋梁維持２億３,７４８万９,０００円、道路新設改良１０５万９,０００円、

河川維持９６９万７,０００円、都市計画７７８万８,０００円、公園環境整備３,５０１万円、町

営住宅整備３６６万３,０００円、町営住宅建設６４２万１,０００円、公共下水道事業特別会計繰

出金２億３,４７３万１,０００円。

消防費では、消防施設整備２１９万５,０００円、渡島消防訓練大会運営１９０万８,０００円。

教育費では、小学校整備４３２万円、中学校整備４８６万９,０００円、町民センター運営３８

２万３,０００円、学習文化センター運営１,６１９万円、スポーツセンター運営１,１１４万１,０

００円、海洋センター運営１,０３８万４,０００円、学校給食センター運営７,９９７万２,０００

円となりました。

投資的経費の総額は１７億７,１５７万５,０００円、歳出総額の３３.５％を占めております。

その他の性質別経費の割合は、人件費９億１９９万３,０００円で１７.１％、物件費３億７,７

４９万１,０００円で７.１％、諸費１７億４,１８２万６,０００円で３３％、公債費４億９,５３

３万５,０００円で９.３％となっております。

また、令和元年度末の起債借入残高は、元金４９億３,３０３万９,０００円、利子１億２,４１

７万２,０００円、合計５０億５,７２１万１,０００円となっており、健全化判断比率である実質

公債費比率は１２.４％、将来負担比率は５３.１％となっております。

次に、後期高齢者医療特別会計の決算について申し上げます。歳入総額９,８６３万９,０００円、

歳出総額９,７７８万３,０００円、歳入歳出差引額８５万６,０００円となりました。

歳入は、後期高齢者医療保険料６,１１０万円、使用料及び手数料３,０００円、繰入金３,６４

９万９,０００円、諸収入８万８,０００円、繰越金９４万９,０００円となっております。

歳出は、総務費１５４万５,０００円、後期高齢者医療広域連合納付金９,６２１万５,０００円、

諸支出金２万３,０００円となっており、１６２万５,０００円の不用額が生じておりますが、これ

は、予算現額に対し後期高齢者医療広域連合納付金の減が主な要因であります。

次に、国民健康保険特別会計の決算について申し上げます。歳入総額７億４,０１７万６,０００

円、歳出総額７億６,３７５万６,０００円で、歳入歳出差引額２,３５７万９,０００円の赤字とな

りました。

歳入は、国民健康保険税が１億７,０８９万７,０００円、使用料及び手数料８万１,０００円、

国庫支出金６９万８,０００円、道支出金４億８,８２９万８,０００円、繰入金７,９７０万円、諸

収入５０万２,０００円となっております。

歳出は、総務費が２,６３２万７,０００円、保険給付費４億７,１２１万３,０００円、国民健康
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保険事業費納付金２億６１４万円、保健事業費５０２万２,０００円、諸支出金２８万６,０００円、

繰上充用金５,４７６万８,０００円となっており、５,９３９万円の不用額が生じておりますが、

これは、予算現額に対し保険給付費の減が主な要因であります。令和元年度において赤字となった

２,３５７万９,０００円は、翌年度歳入繰上充用で補てんしました。

次に、介護保険特別会計の決算について申し上げます。歳入総額８億７,９００万３,０００円、

歳出総額８億３,６９９万７,０００円で、歳入歳出差引額４,２００万５,０００円となりました。

歳入は、保険料１億２,６１５万円、国庫支出金２億７４３万４,０００円、支払基金交付金２億

１４０万４,０００円、道支出金１億２,２１３万５,０００円、繰入金１億８,４４９万１,０００

円、サービス諸費２４４万３,０００円、繰越金３,４８２万８,０００円、その他、分担金及び負

担金、使用料及び手数料、財産収入、諸収入で１１万８,０００円となっております。

歳出は、総務費２,３８５万８,０００円、保険給付費７億１,５１１万円、地域支援事業費６,２

８７万１,０００円、基金積立金２,９０３万４,０００円、諸支出金６１２万４,０００円となって

おり、３,０００万７,０００円の不用額を生じましたが、その主な要因は予算現額に対する保険給

付費の減によるものであります。介護給付費準備基金残高は、４,００６万２,０００円となってお

ります。

次に、公共下水道事業特別会計の決算について申し上げます。歳入総額７億２,８３３万円、歳

出総額７億１,６８４万３,０００円で、歳入歳出差引額１,１４８万６,０００円となりました。

歳入の内訳は、使用料及び手数料５,９８７万３,０００円、国庫支出金２億２,６１０万円、一

般会計繰入金２億３,４７３万１,０００円、諸収入１億２,４１２万４,０００円、町債７,６５０

万円、繰越金７００万２,０００円となっております。

歳出では、下水道費５億４,６４４万８,０００円、公債費１億７,０３９万５,０００円となって

おります。

次に、ガス事業会計の決算について申し上げます。年度末ガス需要家戸数は１,０３１戸で、前

年度に比べ３戸増加となり、ガス販売量は２２万７,３１３立方メートルで、前年度に比べ１万７,

０３５立方メートルの増加となりました。決算額は、収益的収入１億８２０万３,０００円、収益

的支出１億１,３５２万６,０００円、差引５３２万３,０００円の損失となりました。この損失を

前年度繰越欠損金に加えますと、当年度未処理欠損金は３億９,６１４万３,０００円となります。

収入の内訳は、ガス売上８,９５８万９,０００円、営業雑収益３２１万９,０００円、営業外収

益１,３９５万８,０００円、特別利益１４３万７,０００円、支出では、原料費２,０９０万６,０

００円、人件費３,２２６万７,０００円、その他事業費用５,３０１万１,０００円、営業外費用７

３４万２,０００円となります。

資本的収入及び支出の決算額は、収入では、企業債５,０００万円、出資金１,６６６万８,００

０円、支出では、建設改良費６,６６９万３,０００円、企業債償還金２,５２２万８,０００円で、

収入支出差引不足額が２,５２５万３,０００円については、過年度分損益勘定留保資金２,０７６

万５,０００円と、当年度分消費税資本的収支調整額４４８万８,０００円で補てんいたしました。

次に、水道事業会計の決算について申し上げます。年度末給水件数は２,７２４件で、前年度に

比べ２件の減少となり、年間給水量は５９万７,５６９立方メートルで、前年度に比べて７,６７５

万立方メートルの増加となりました。決算額は、収益的収入１億５,９５７万１,０００円、収益的

支出１億３,０８７万３,０００円、差引２,８６９万８,０００円の利益となりました。なお、前年
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度繰越欠損金はございませんので、この利益分２,８６９万８,０００円が当年度未処分利益剰余金

の一部となり、町水道事業の剰余金の処分等に関する条例により、減債積立金として処分しており

ます。

収入の内訳は、水道料金１億４,３７３万１,０００円、受託工事収益３７４万４,０００円、そ

の他の営業収益８万７,０００円、営業外収益１,２００万９,０００円、支出では、人件費が２,０

２３万４,０００円、受託工事費１４８万７,０００円、減価償却費４,３５４万円、資産減耗費５,

０００円、その他営業費用５,０９６万３,０００円、営業外費用１,４６４万４,０００円となって

おります。

資本的収入及び支出の決算額は、収入では、一般会計補助金１９５万３,０００円、支出では、

企業債償還金５,１４８万２,０００円で、収入支出差引不足額が４,９５２万９,０００円について

は、過年度分損益勘定留保資金１,３２７万１,０００円、当年度分損益勘定留保資金１,６２５万

８,０００円、減債積立金処分額２,０００万円で補填いたしました。なお、減債積立金の取崩しに

よる２,０００万円の未処分利益剰余金については、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、

議会の議決後に資本金として処分する形になります。

次に、病院事業会計の決算について申し上げます。決算額は、収益的収入５億５,８６３万３,０

００円、収益的支出は６億３,８７８万４,０００円で、８,０１５万１,０００円の赤字となり、当

年度分消費税資本的収支調整額を加えますと、８,０７９万１,０００円の当年度純損失となりまし

た。この当年度純損失に、前年度繰越欠損金を加えますと、当年度未処理欠損金は４億９,６２４

万円になります。

次に、内訳について申し上げます。収益的収入は、入院収益１億３４１万９,０００円、外来収

益１億１,１４８万１,０００円、その他医業収益３,１４２万２,０００円、医業外収益３億１,２

３１万円、医業外収益のうち３億７４９万９,０００円は一般会計からの繰入金となります。また、

収益的支出は、人件費４億２,９０４万７,０００円、材料費３,９７８万３,０００円、経費１億１,

８５６万２,０００円、減価償却費２,９２７万円、資産減耗費１５万３,０００円、研究研修費１

４９万６,０００円、医業外費用１６６万７,０００円、その他特別損失１,８８０万５,０００円と

なっております。資本的収入及び支出の決算額は、収入では、負担金２５０万１,０００円、支出

では、建設改良費１,０７８万９,０００円、企業債償還金５６４万４,０００円で、不足額は当年

度分消費税資本的収支調整額で補填いたしました。

次に、山越郡衛生処理組合一般会計の決算について申し上げます。歳入総額は１億９,２８８万

３,０００円、歳出総額は１億８,３５８万６,０００円、歳入歳出差引額９２９万７,０００円とな

りました。

歳入は、分担金及び負担金１億４,４９４万１,０００円、使用料及び手数料４,４３４万４,００

０円、諸収入１０７万２,０００円、繰越金２５２万６,０００円となっております。歳出は、議会

費３１万１,０００円、総務費１億８,３２７万５,０００円となっており、８７０万６,０００円の

不用額が生じておりますが、これは、山越郡衛生処理組合の解散に伴う打ち切り決算のため、予算

現額に対し物件費分が主な要因であります。財政調整基金残高は、１億５,０００万１,０００円と

なっております。

以上、令和元年度長万部町一般会計、特別会計及び企業会計並びに山越郡衛生処理組合一般会計

決算の概要を申し上げましたが、監査委員の決算審査意見書は別冊のとおりであります。認定くだ
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さりますよう、よろしくお願いを申し上げます。

２か所訂正をお願いいたします。５頁の１２行目、「サービス収入」を「サービス諸費」と申し

ましたので訂正お願いいたします。６頁の２０行目、「７,６７５万立方メートル」と申し上げまし

たが、「７,６７５立方メートル」に訂正をお願いいたします。誠に申し訳ございませんでした。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上をもって決算の説明を終わります。

◎決算審査意見報告

○議長（辻義雄） 続いて監査委員に決算審査意見の報告を求めます。

大澤監査委員。

〔代表監査委員（大澤栄一）登壇〕

○代表監査委員（大澤栄一） それでは、令和元年度長万部町一般会計及び特別会計歳入歳出決算

審査意見について報告いたします。

１頁をお開きください。第１、審査した会計。

１、令和元年度長万部町一般会計。

２、令和元年度長万部町後期高齢者医療特別会計。

３、令和元年度長万部町国民健康保険特別会計。

４、令和元年度長万部町介護保険特別会計。

５、令和元年度長万部町公共下水道事業特別会計。

第２、審査に要した期間。令和２年７月２０日から、令和２年８月４日まで。実８日間。

第３、審査の手続。審査に付された令和元年度一般会計・特別会計歳入歳出決算書、同事項別明

細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書の決算計数及び執行状況の確認を行い、主要事

業の各状況について、それぞれの関係諸帳簿及び証拠書類との照合・確認を行うとともに、関係機

関から資料の提出と説明を求め、その実態の把握に努めながら、確実を期し審査を実施した。

また、地方自治法第２３５条の２の規定による例月出納検査において、現金および有価証券の残、

計数ならびに領収書の確認など、すでに実施済みのものについては審査を省略した。

第４、審査の結果。

１、審査に付された令和元年度一般会計・特別会計決算の計数は、それぞれの計数諸帳簿および

証拠書類と照合した結果、誤りのないものと認めた。

なお、財産に関する調書の計数についても審査したが、計数はいずれも正確であると認められた。

２、基金の運用状況については、基金の目的に沿って合理的かつ効率的に運用されていると認め

られた。

３、予算の執行状況については、審査した限りにおいておおむね適正、妥当であると認められた。

第５、決算の概要と意見。２頁から１４頁は、詳細を記載しておりますので、後ほどご確認願い

ます。

次に、審査意見について申し上げます。１５頁をお開きください。

（６）意見。歳入決算額は ５４億３,６０１万５,３９０円で、予算額５４億９,３１５万３,０

００円に対し、５,７１３万７,６１０円の減収となり、予算に対する収入率は９９.０％で、前年
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度に比べ１.３ポイント下回っている。

調定額５４億８,８７２万１,３２０円に対する収入率は９９.０％となっている。歳出決算額は

５２億８,８２２万２,０７３円で、予算額５４億９,３１５万３,０００円に対し執行率９６.３％

で、不用額は２億４９３万９２７円であるが、繰越明許費８,８９８万４,０００円を除くと、１億

１,５９４万６,９２７円となっている。

歳入総額から、歳出総額と翌年度へ繰越すべき財源（繰越明許費繰越額）６万２,０００円を差

し引いた、１億４,７７３万１,３１７円が実質収支額となっている。

歳入構成比率の主なものは、地方交付税が４２.１％、（２２億８,９８７万６,０００円）、町税

が１２.２％（６億６,１４８万６,７５３円）、繰入金１１.５％（６億２,５２３万７,１８７円）

で、全体の６５.８％を占めている。財源の構成比率は、自主財源が３２％（前年度比０.６ポイン

ト減）、依存財源が６８％となっており、前年度と比べ、自主財源の割合がわずかに減少し、依然

として依存財源に頼らざるを得ない財政構造が続いている。歳入未済額は４,８８５万４,２３７円

で、町税４,４６９万２,６７２円、分担金及び負担金１８５万６１９円、使用料及び手数料２３１

万９４６円であった。

町財政の根幹をなす町税等の徴収にあたっては、安定した財源の確保および公平・公正な負担の

観点からも、収入未済の実態を把握し、適切な債権管理を行い、引き続き新たな収入未済の発生防

止を図り、未済額の解消に総力をあげて取り組まれることを望む。

町税の不納欠損は合計３８０万８,９９３円で、その理由別の内訳は、処分停止期間中に消滅時

効が完成したもの（地方税法第１８条第１項）が３５３万９,０９３円（１３８人）、直ちに納税義

務を消滅させたもの（地方税法第１５条の７第５項）が２６万９,９００円（６人）となっており、

前年に比べ６０万８,３８１円減少している。不納欠損処分については、法令等の制約があり個々

の実態については把握できなかったが、税負担の公平性の観点から、単に事務的に処理することな

く、今後も厳正を期するよう努められたい。

歳出を性質別分類でみると、人件費、扶助費、公債費（手数料を含む）を合わせた義務的経費は、

１６億５,４３４万７,７３３円で、前年度と比較して３,００９万５,６５５円（１.８％）の減と

なっている。

内訳別にみると、人件費は９億１,０９９万３,２４４円で、前年度と比較して２,３４１万５,０

９６円の増、扶助費は２億５,７０１万８,９４４円で、前年度と比較して３９２万５,６４８円の

増、公債費は４億９,５３３万５,５４５円で、前年度と比較して５,７４３万６,３９９円の減とな

っている。

歳出に占める義務的経費の割合は３１.３％で、前年と比較すると１.９ポイント下回っているが、

依然として義務的経費のウエイトが高く、それだけ財政に余裕がないこととなり、この比率の動向

には特に注意をする必要がある。投資的経費は１７億７,１５７万５,１７２円で、前年度と比較し

て１億１,１７１万２,１９７円（６.７％）の増となっている。その他経費は１８億６,２２９万９,

１６８円で、前年度と比較して１億３,４５８万１,７５４円（７.８％）の増となっている。

本町の財政については、今後も厳しい財政状況が続くものと想定されるため、費用対効果を十分

検証のうえ、さらなる行財政の簡素化・効率化を進め、公正で合理的かつ能率的な行財政運営を図

り、住民サービスの質的向上に努力されたい。

続きまして、特別会計についてご報告いたします。１７頁をお開きください。
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３特別会計。特別会計全般の歳入総額は２４億４,６１４万９,１５８円、歳出総額は２４億１,

５３７万９,９５３円で、歳入歳出差引３,０７６万９,２０５円となっている。下記表には前年と

の比較を記載しております。

１８頁をお開きください。（１）後期高齢者医療特別会計。歳入決算額９,８６３万９,０６６円

は、予算額９,９４８万円に対し７６万８,９３４円の減収となり、予算に対する収入率は９９.２

％で、前年度に比べ１.４ポイント上回っている。調定額９,９４３万８,１６６円に対する収入率

は９９.２％で前年度に比べ０.６ポイント下回っている。歳出予算額９,９４０万８,０００円に対

し、決算額９,７７８万３,０２７円、執行率９８.４％で、不用額は１６２万４,９７３円となって

いる。歳入歳出差引額８５万６,０３９円となっており、翌年度へ繰越している。

（２）国民健康保険特別会計。歳入決算額７億４,０１７万６,８５７円は、予算額８億２,３１

４万６,０００円に対し、８,２９６万９,１４３円の減収となり、予算に対する収入率は８９.９％

で、前年度に比べ３.４ポイント上回っている。調定額７億８,１５３万８,０１１円に対する収入

率は９４.７％で、前年度に比べ０.６ポイント下回っている。

歳出予算額８億２,３１４万６,０００円に対し、決算額７億６,３７５万６,２２５円、執行率９

２.８％で、不用額は５,９３８万９,７７５円となっている。歳入歳出差引額マイナス２,３５７万

９,３６８円は、翌年度繰上充用で補填している。国民健康保険税は、調定額２億１,２０７万１,

３１７円に対し、収入済額は１億７,０８９万７,３６３円で、調定に対する収入率は８０.６％で

あり、前年度に比べ１.３ポイント下回っている。収入未済額が３,８８４万４,９５４円は、前年

度に比べ５６４万７,１３８円多くなっている。また、２３２万９,０００円が不納欠損処理されて

おり、その内訳は、処分停止期間中に消滅時効が完成したもの（地方税法第１８条第１項）が３８

人、２３２万９,０００円となっており、前年に比べ１７人減、２０９万４,８１７円の減となって

いる。

不納欠損処理については法令等の制約があり、個々の実態については把握できなかったが、税負

担の公平性の観点から、単に事務的に処理することなく、今後も厳正を期するよう努められたい。

本年度は収納率が減少しており、被保険者の負担の公平を期するためにも、延滞者対策を強化し、

さらなる収納率の向上と国民健康保険財政の健全化に一層の努力を望む。

１９頁をお開きください。（３）介護保険特別会計。歳入決算額８億７,９００万３,１４３円は、

予算額８億６,７００万４,０００円に対し１,１９９万９,１４３円の増収となり、予算に対する収

入率は１０１.４％で、前年度に比べ０.９ポイント上回っている。調定額８億８,２１４万８,６４

３円に対する収入率は９９.６％で、前年度に比べ０.１ポイント下回っている。歳出予算額８億６,

７００万４,０００円に対し、決算額８億３,６９９万７,２３５円、執行率９６.５％で、不用額は

３,０００万６,７６５円となっている。歳入歳出差引額は４,２００万５,９０８円となっており、

翌年度へ繰越している。介護給付費準備基金の、令和元年度末現在残高は４,００６万２,２３４円

となっております。

（４）公共下水道事業特別会計。歳入決算額７億２,８３３万９２円は、予算額７億２,２２５万

８,０００円に対し６０７万２,０９２円の増収となり、予算に対する収入率は１００.８％で、前

年度に比べ０.１ポイント上回っている。調定額７億３,２５７万４,８８６円に対する収入率は９

９.４％で、前年度に比べ０.２ポイント上回っている。歳出予算額７億２,２２５万８,０００円に

対する決算額７億１,６８４万３,４６６円、執行率９９.３％で、不用額は５４１万４,５３４円と
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なっている。歳入歳出差引額は１,１４８万６,６２６円となっており、翌年度へ繰越している。

次に、２０頁をお開きください。４、基金の運用状況。各基金の本年度中増減額は、財政調整基

金マイナス１億４,４９２万４,７２６円、減債基金マイナス１,４９９万９,１０２円、地域振興基

金マイナス４,９９９万８,４００円、生活交通確保対策基金マイナス７０５万４,４４６円、まち

づくり基金プラス３,７８４万３,３３１円、地域福祉基金マイナス１９９万９,６２１円、中山間

ふるさと・水と森保全基金プラス５２７円、学校教育施設設備基金プラス１６円、土地開発基金プ

ラス１,７８６円、森林環境譲与税基金プラス２６０万６,４２７円、備荒資金プラス１１４万１,

２８９円であり、全基金の前年度末現在高は１６億１,６４１万２,０２３円となっている。なお、

各基金の令和元年度末現在高につきましては、表に記載のとおりとなっております。

以上で、令和元年度長万部町一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査意見の報告を終わります。

続きまして、令和元年度長万部町企業会計決算審査意見について報告いたします。

１頁をお開きください。審査した会計。

１、令和元年度長万部町ガス事業会計。

２、令和元年度長万部町水道事業会計。

３、令和元年度長万部町病院事業会計。

第２、審査に要した期間。令和２年７月１５日から、令和２年７月１６日まで。実２日間。

審査の手続。審査に付された令和元年度各企業会計決算報告書ならびに損益計算書、剰余金計算

書または欠損金計算書、剰余金処分計算書または欠損金処理計算書および貸借対照表などが、各事

業の財政状況および経営成績を適正に表示しているかどうかを検証するため、会計帳票、証拠書類

等との照合および確認を行うとともに、関係職員から説明を聴取し、予算の執行状況の適否につい

て、審査を実施した。

第４、審査の結果。各会計ごとに決算諸表、経営状況などについて、決算の概要とともに次のと

おり意見を述べる。

１、ガス事業会計。２頁から３頁は、詳細を記載しておりますので後ほどご確認を願います。

４頁をお開きください。（４）意見。審査の結果、会計決算はおおむね適正であると認められた。

ガス料金は、原材費調整制度を導入し、事業経費の節減に努めながら経営の健全化に努力してい

ることがうかがえるが、修繕費の増などにより５３２万２,９６３円の当年度純損失となり、この

額に前年度繰越欠損金３億９,０８２万２０円を加えると、当年度未処理欠損金は３億９,６１４万

２,９８３円である。

今後も、ガス需要家の減少等厳しい環境での事業運営が予測されるため、ガス事業の今後の運営

については、なお一層経営の効率化、費用の節減を図り、保安体制を強化して安全供給に努力され

たい。

続きまして、２、水道事業会計。５頁から６頁は詳細を記載しておりますので、後ほどご確認を

お願いいたします。

７頁をお開きください。（４）意見。審査の結果、会計決算はおおむね適正であると認められた。

本年は、給水件数が前年度と比較して２件減少したが、給水量は前年度より増となり、２,８６

９万８,６７９円の当年度純利益が計上されている。

当年度は、当年度未処理利益剰余金が４,８６９万８,６７９円計上されたが、今後も人口減少や、

給水戸数の減少により、給水収益の伸びは期待できず、厳しい事業運営が続くものと予想されるこ
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とから、なお一層企業努力を重ね、経営の健全化と良質水道の安定供給に努力されたい。

続きまして、３、病院事業会計。８頁から９頁は詳細を記載しておりますので、後ほどご確認願

います。

１０頁をお開きください。（４）意見。審査の結果、会計決算はおおむね適正であると認められ

た。当病院は、公立病院としての高度医療や救急医療、地域に根ざした診療に住民の寄せる期待は

極めて大きい。本年は、前年度に比べ入院患者数および外来患者数ともに減となり、また、所管替

による固定資産除却処理により特別損失１,８８０万４,９１７円を計上し、一般会計からの繰入金

３億７４９万８,８３６円を得ても、８,０７９万９１７円の当年度純損失となり、当年度未処理欠

損金は４億９,６２４万１円である。病院経営はますます厳しい状況が続くが、収支改善のためな

お一層の経営の効率化、費用の節減を図り、健全経営の確立に努め、地域医療の充実に努力される

ことを望む。

以上で、令和元年度長万部町企業会計決算審査意見についての報告を終わります。

続きまして、令和元年度山越郡衛生処理組合一般会計歳入歳出決算審査意見について報告いたし

ます。

１、審査対象。令和元年度山越郡衛生処理組合一般会計。歳入歳出決算及び関係帳簿、証書類。

２、審査期間。令和２年７月２０日、１日間。

３、審査意見。総括的意見。令和元年度歳入歳出決算書を審査し関係帳簿および証書類を照合し

たところ、計数的にも正確であり正当なものと認める。

個別的意見。特に指摘事項なし。

以上で、令和元年度山越郡衛生処理組合一般会計歳入歳出決算審査意見についての報告を終わり

ます。

〔代表監査委員（大澤栄一）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で監査委員からの報告を終わります。

お諮りいたします。認定第１号から認定第９号までについては、議長および議会選出の監査委員

を除く８人の委員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、これに地方自治法第９８条第１

項の権限を委任のうえ付託して審査することにしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって認定第１号から認定第９号までについては、議長および議会選出

の監査委員を除く８人の委員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、これに地方自治法第

９８条第１項の権限を委任のうえ付託して審査することに決定いたしました。

委員長、副委員長互選のため暫時休憩いたします。

１３時５４分 休憩

１４時０３分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

ただいま、委員長、副委員長が選任されましたのでご報告いたします。

委員長には橋本議員、副委員長には柏倉議員、以上のとおり選任されました。

◎休会の決定
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○議長（辻義雄） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。

お諮りいたします。議案等の調査のため９月１１日から１４日までの４日間を休会したいと思い

ます。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって９月１１日から１４日までの４日間は休会することに決定いたしました。

なお、本会議は９月１５日午前１０時から再開いたしますのでご承知おき願います。

◎散会宣告

○議長（辻義雄） 本日はこれにて散会いたします。ご苦労様でした。

１４時０４分 散会


